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去
る
6
月
26
日
、
公
益
社
団

法
人
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー（
ＳＣ
）の
第
43
回
定
時
総

会
が
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。

　

福
島
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
ＳＣ
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
た
だ
い
た
事
業
所
を
は
じ
め
、

会
員
の
方
々
を
顕
彰
す
る
表
彰

式
を
行
っ
た
。（
お
名
前
の
み
紹
介
）

　

受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
5

事
業
所
の
他
、地
区
長
・
地
区
委

員
、
職
群
班
の
正
副
班
長
、
お

よ
び
委
員
会
委
員
と
し
て
功
績

の
あ
っ
た
方
々
。
さ
ら
に
長
年
に

わ
た
り
理
事
等
を
歴
任
し
、
顕

著
な
功
績
を
残
さ
れ
て
退
任
さ

れ
た
方
々
に
後
日
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
る
。（
4
頁
参
照
）

　

ま
た
、
安
全
標
語
の
受
賞
者

6
名
の
方
々
を
表
彰
し
て
同
じ

く
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
る
。

福
島
理
事
長
報
告

　

コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
続
い
た
変

則
の
総
会
開
催
か
ら
、
今
回
は

市
民
会
館
に
会
場
を
戻
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
コ
ロ
ナ
へ
の
対
策
を
求

め
ら
れ
る
状
況
の
中
で
、
全
て

を
元
に
戻
し
て
の
開
催
は
難
し

く
、
開
催
時
間
の
短
縮
化
と
と

も
に
今
回
も
会
員
の
皆
様
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
の
開
催
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
総
会
を
無

事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
度
、
引
き
続
き
コ

ロ
ナ
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら

の
、
な
お
厳
し
さ
の
な
か
で
の

セ
ン
タ
ー
活
動
と
な
り
ま
す
。

課
題
と
な
る
会
員
の
確
保
と
就

業
の
場
の
確
保
・
拡
大
と
い
う

基
本
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

改
め
て
さ
ら
な
る
意
識
を
高
め

て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度
事
業
計
画

　

令
和
４
年
度
セ
ン
タ
ー
運
営
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ

る
項
目
に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
主
な
項
目
を
抜
粋
）

⑴
会
員
の
拡
大
と
意
識
の
向
上

①
入
会
案
内
ツ
ー
ル
の
見
直
し
等

新
規
会
員
募
集
方
法
の
取
組

②
市
広
報
、
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
等

を
活
用
し
入
会
の
案
内
と
PR

③
会
員
に
よ
る
入
会
希
望
者
の
紹

介
運
動
等
入
会
促
進
活
動
の
推
進

④
移
動
入
会
説
明
会
、
女
性
限
定

説
明
会
の
充
実

⑤
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
に
よ
る
入

会
ス
テ
ッ
プ
の
拡
大
と
PR
活
動
の

推
進

⑥
新
規
入
会
者
研
修
か
ら
始
ま
る

会
員
研
修
の
推
進
と
充
実

⑵
就
業
の
拡
大
、
就
業
活
動
の
支

援
と
適
正
就
業
へ
の
取
組

①
追
加
受
注
や
新
規
就
業
に
向
け

た
開
拓
活
動
の
強
化

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
就
業

開
拓
（
PR
活
動
）
の
推
進

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
促
進
と

情
報
発
信
の
充
実

④
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
へ
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
の
取
組

⑤
出
張
相
談
や
地
域
拠
点
型
就
業

相
談
会
の
拡
大
、
充
実

⑥
就
業
時
研
修
の
充
実
と
就
業
活

動
等
に
必
要
な
各
種
研
修
・
講
習

の
効
果
的
実
施

⑦
職
群
班
活
動
の
活
性
化
を
通
じ

て
の
就
業
意
識
の
徹
底
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上

⑧
会
員
就
業
に
お
け
る
法
令
遵
守
、

適
正
就
業
へ
の
留
意

⑨
公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼
玉

（
県
連
合
）
の
実
施
事
務
所
と
し

て
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
（
シ
ル

バ
ー
派
遣
事
業
）
及
び
有
料
職
業

紹
介
事
業
の
運
営
と
展
開

⑩
派
遣
事
業
（
シ
ル
バ
ー
派
遣
事

業
）
拡
大
に
向
け
た
営
業
等
取
組

の
強
化

⑶
安
全
の
徹
底
と
健
康
管
理

①｢

第
６
次
安
全
対
策
基
本
計
画｣

に
基
づ
く
各
種
施
策
の
推
進

②
安
全
確
保
と
事
故
防
止
に
向
け

た
安
全
巡
回
の
実
施

③
毎
月
発
行
の
安
全
ニ
ュ
ー
ス
や

安
全
標
語
を
活
用
し
た
安
全
・
健

康
意
識
の
醸
成

④
他
委
員
会
、
地
区
長
と
の
共

同
・
連
携
に
よ
る
安
全
就
業
・
事

故
防
止
の
推
進

⑤
安
全
就
業
、
健
康
管
理
の
た
め

の
各
種
研
修
、
講
習
の
充
実
と
効

果
的
実
施

⑥
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
の
推
進
、

充
実
と
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成

⑦
健
康
・
安
全
カ
ー
ド
の
活
用
に

よ
る
会
員
の
健
康
、
安
全
管
理
の

推
進

⑧
セ
ン
タ
ー
車
両
事
故
防
止
に
向

け
た
取
組
の
強
化

第
43
回

定
時
総
会
報
告

⑨
特
定
業
務
（
高
所
作
業
を
伴
う

業
務
等
）
就
業
会
員
に
対
す
る
健

康
状
態
の
把
握

⑷
社
会
奉
仕
・
地
域
貢
献
活
動
の

展
開
と
展
望

①
地
域
班
活
動
と
し
て
の
地
域
見

守
り
（
児
童
見
守
り
）
活
動
や
地

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、

活
動
へ
の
支
援
と
統
一
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
実
施

②
市
等
地
域
施
策
と
の
連
携
と
協

力⑸
成
年
後
見
事
業
の
展
開

①
法
人
と
し
て
の
組
織
体
制
の
確

立
と
充
実

②
成
年
後
見
事
業
の
PR
の
促
進
と

相
談
・
申
立
て
支
援
体
制
の
充
実

③
市
等
他
機
関
と
の
連
携
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
た
取
組

④
後
見
実
務
の
的
確
な
遂
行
と
新

た
な
受
任
に
向
け
た
取
組

⑤
事
業
を
担
う
担
当
会
員
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
と
後
継
会
員
の
計
画

的
育
成

⑹
組
織
運
営
等

①
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
経
営

（
組
織
運
営
、
財
政
運
営
）の
確
立

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立

③
新
し
い
生
活
様
式
の
下
で
の
活

動
の
形
等
の
研
究

④
情
報
発
信
機
能
と
し
て
の
会
報

の
更
な
る
充
実

⑤
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
発
信
等
セ
ン

タ
ー
活
動
の
PR
（
以
上
）

理事長
　福　島　和　男
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理　

事　

太
刀
川
和
男

（
第
20
地
区
長
広
報
委
員
長
）

住　

所　

新
座
市
道
場

理　

事　

立
川　

正
雄

（
第
23
地
区
長
安
全
委
員
長
）

住　

所　

新
座
市
野
寺

理　

事　

細
沼　
　

栄

（
総
務
副
委
員
長
）

住　

所　

新
座
市
中
野

理　

事　

鈴
木　

明
子

（
新
座
市
議
会
厚
生
常
任
委
員
長
）

住　

所　

新
座
市
東

理　

事　

平
野　

静
香

（
新
座
市
い
き
い
き
健
康
部
長
）

住　

所　

東
京
都
千
代
田
区

専
務
理
事　

片
山　

佳
則

（
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

住　

所　

東
京
都
武
蔵
野
市

監　

事　

飯
塚　

剛
彦

（
新
座
市
財
政
部
副
部
長
兼
財
政
課
長
）

住　

所　

東
京
都
西
東
京
市

令
和
4
年
度

役
員
人
事
決
定

理
事
長	

福ふ
く
し
ま島　

和か
ず

男お

副
理
事
長	
石い

し

井い　
　

修お
さ
む

理　
　

事	
金か

ね
え
だ枝　

久ひ
さ

子こ

　

〃	

清し
み

水ず　

陽よ
う
す
け介

　

〃	

半は
ん
だ田　

　

茂し
げ
る

　

〃	

山や
ま
ぐ
ち口　

俊と
し
ろ
う朗

　

〃	

浅あ
さ
の野　

信の
ぶ

夫お

　

〃	

前ま
え
さ
こ迫

シ
ヅ
ヱ

　

〃	

立た
ち
か
わ川　

正ま
さ

雄お

　

〃	

太た
ち
か
わ

刀
川 

和か
ず

男お

　

〃	

細ほ
そ
ぬ
ま沼　

　

栄さ
か
え

　

〃	

山や
ま

野の

邉べ　
範の

り
か
ず一

　

〃	

鈴す
ず

木き　

明あ
き

子こ

　

〃	

平ひ
ら

野の　

静し
ず

香か

専
務
理
事	

片か
た
や
ま山　

佳よ
し
の
り則

監　
　

事	

島し
ま
む
ら村　

　

斎ひ
と
し

　

〃	

飯い
い
づ
か塚　

剛た
け
ひ
こ彦

地
域
活
動
部
会

事
業
活
動
部
会

組
織
活
動
部
会

就
業
開
拓
委
員
会

安
全
委
員
会

業
務
委
員
会

広
報
委
員
会

会
員
開
発
委
員
会

総
務
委
員
会

部
会
長

　山
口
俊
朗

部
付
理
事

　細
　
沼
　
　
栄

　〃

　
　平
野
静
香

部
会
長

　清
水
陽
介

部
付
理
事

　山
野
邉
　
範
一

部
会
長

　金
枝
久
子

部
付
理
事

　鈴
木
明
子

委
員
長

　山
口
俊
朗

副
委
員
長

　細
　
沼
　
　
栄
　　 委

員
河
　
合
　
　
均 

高
橋
　
悠
紀
子

宇
佐
見
　
好
孝 

委
員
長

　前
迫
　
シ
ヅ
ヱ

副
委
員
長

　小
林
俊
一

委
員

吉
田
紀
生 

小
泉
悦
子

尾
形
三
津
子 

梁
川
淑
広 

委
員

淺
見
功
正 

松
森
　
�
理
子

渋
谷
　
サ
ヨ
コ 

小
　
松
　
　
正

黒
子
雅
弘 

 

委
員
長

　太
刀
川
和
男

副
委
員
長

　大
島
直
次

委
員

石
松
勝
子 

宇
田
川
　
正
夫

佐
藤
静
子 

立
川
　
富
士
江

磯
野
博
子 

小
野
　
ひ
さ
子

柴
　
田
　
　
進 

委
員

栗
原
壮
二 

松
木
章
子

清
見
倢
英

五
十
嵐
　
恭
子 

委
員

牧
　
　
喜
代
美 

久
保
徹
夫

加
藤
文
子 

須
山
壽
雄

委
員
長

　半
　
田
　
　
茂

　
委
員
長

　立
川
正
雄

副
委
員
長

　中
村
和
明

委
員
長

　清
水
陽
介

成
年
後
見
委
員
会

地
域
活
動
委
員
会

委
員

田
中
克
己 

大
和
田
　
　
進

菅
井
武
弘 

井
上
陽
一

日
比
野
　
隆
三 

委
員

柳
澤
　
眞
理
子 

山
岸
光
一

杉
山
保
文 

内
藤
孝
一

佐
々
城
�
知
子 

青
水
愛
子

髙
森
英
一 

山
田
　
美
知
子

委
員
長

　浅
野
信
夫

副
委
員
長

　草
刈
朝
光

委
員
長

　金
枝
久
子

部
会
・
委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
部
、
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
部
会
・
委
員
会
の
新
た
な

メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

新
役
員
紹
介

退
任
役
員

副
理
事
長
有　
賀　

健

理　
　

事
五
十
嵐
恭
子

　

〃　
　

臼
井　

敏

監　
　

事　
櫻
井　
　

浩

　

退
任
さ
れ
る
４
人
の
役
員
の

方
々
で
す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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公
益
財
団
法
人
新
座
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

横
浜
植
木
株
式
会
社

株
式
会
社
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
新
座
野
火
止
店

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
パ
ー
ク
ト
ラ
ン
ポ
ラ
ン
ド

蓮
光
寺

井口　芳枝

大掛　三郎

中川　直樹

中伏　和男

朝尾美智枝

藤宮　栄次

柳川　孝

奈良　忠志

小菅　信吾

下川由記生

赤澤　正直

小田部孝義

酒井　法一

工藤　冴子

（故）千田忠春

須川英一郎

久米　武一

梶崎　重信

山下　薫

佐藤　信吉

大木　雅夫

田中ハツヱ

貫井恵美子

原田　文男

澤邊　利夫

関口　和江

石森とも子

茂泉　太郎

塚田　友徳

五十嵐恭子

船津　実

有賀　健

臼井　敏

令和4年度　表 彰 者 （敬称略）

セ
ン
タ
ー
役
員
で
退
任
し
た
方
々

セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
事
業
所
等

各
委
員
会
の
委
員
も
し
く
は
役
員
と
し
て
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
々

地
区
長
・
地
区
委
員
・
職
群
班
正
副
班
長
と
し
て
３
年
以
上
に
亘
り
セ
ン
タ
ー

事
業
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
々

【
優
秀
賞
】

普
段
か
ら 

慣
れ
と
油
断
は
事
故
の
も
と

心
引
き
締
め 

我
を
見
直
す村山

裕
比
古

【
入
選
】

大
丈
夫
？ 

心
と
体
に
問
い
合
わ
せ

必
ず
受
け
よ
う 

健
康
診
断栗

原　

壮
二

【
入
選
】

だ
ろ
う
で
渡
る
な 

曲
が
り
角

一
時
停
止
が 

身
を
守
る

金
本　

石
王

【
佳
作
】

災
害
ゼ
ロ
は
み
ん
な
の
願
い 

あ
な
た
の

た
め
に 

家
族
の
た
め
に

土
屋　

芳
夫

【
佳
作
】

平
和
願
い 

健
康
願
い 

安
全
願
い

今
日
も
頑
張
ろ
う

中
澤　
　

孝

【
佳
作
】

健
康
の
大
事
さ（
大
切
さ
）教
え
て
く
れ
る

毎
月
の 

安
全
ニ
ュ
ー
ス
は
参
考
書

五
十
嵐
恭
子

《
令
和
4
年
度
》

　
安
全
標
語
優
秀
作
品
（
敬
称
略
）
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新
・
職
場
探
訪

新
・
職
場
探
訪

（
株
）清
水
書
院

　

本
社
は
千
代
田
区
飯
田
橋
で

あ
る
が
、
新
座
に
倉
庫
が
あ
る
。

誰
も
が
一
度
は
触
れ
た
事
が
あ

る
教
科
書
・
教
育
関
連
書
籍
の

出
版
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
会

社
で
あ
る
。

　

新
座
倉
庫
は
保
谷
志
木
線
と

川
越
街
道
が
交
差
す
る
榎
木
ガ

ー
ド
近
く
に
あ
る
。
本
社
は

1
9
4
6
年
創
業
の
老
舗
で
あ

る
。
新
座
は
出
版
関
係
の
企
業

が
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
清

水
書
院
は
開
設
し
て
既
に
40
年

程
経
過
。
そ
の
中
で
も
魁
さ
き
が
けだ

。

　

建
屋
は
増
改
築
を
繰
り
返
し
、

現
在
の
Ｌ
字
型
に
な
り
、
同
社

の
物
流
拠
点
に
も
な
っ
て
い
る
。

笑
顔
が
素
敵
な
女
性
会
員

　

伊
藤
美
智
子
さ
ん
と
斉
藤
達

子
さ
ん
が
派
遣
で
働
い
て
い
る
。

伊
藤
さ
ん
の
健
康
法
は
身
体
を

動
か
す
こ
と
、﹁
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
、
太
極
拳
だ
け
で
は
足
り
な

く
て
、
ジ
ム
通
い
で
筋
ト
レ
も
。

ス
ト
レ
ス
を
貯
め
な
い
生
活
を

送
る
こ
と
が
一
番
﹂
と
お
っ
し

ゃ
る
。

　

こ
こ
で
の
就
業
は
半
年
程
だ

が
、
前
職
も
印
刷
・
出
版
関
係

だ
っ
た
の
で
、
戸
惑
い
は
無
い

と
の
こ
と
。

　

シ
フ
ト
は
、
月
・
火
・
水
曜

日
の
週
３
日
。
午
前
10
時
か
ら

夕
方
４
時
ま
で
。
昼
食
時
間
１

時
間
、
手
作
り
お
弁
当
を
い
た

だ
く
。
３
時
半
か
ら
は
15
分
の

休
憩
時
間
が
あ
る
。
通
勤
も
車

で
15
分
程
度
。
働
く
に
は
丁
度

良
い
そ
う
だ
。

　

斉
藤
さ
ん
の
シ
フ
ト
は
１
日

多
く
、
金
曜
日
を
入
れ
て
週
４

日
。
今
で
も
お
若
い
が
、﹁
若

い
頃
に
は
油
こ
い
食
べ
物
が
好

き
だ
っ
た
の
に
、
近
頃
は
嗜
好

が
変
わ
り
酢
の
物
な
ど
サ
ッ
パ

リ
系
に
な
り
ま
し
た
﹂
と
お
っ

し
ゃ
る
。

　

生
活
も
﹁
サ
ッ
パ
リ
系
で
気

楽
で
元
気
﹂
だ
そ
う
だ
。
通
勤

時
間
は
自
転
車
で
３
分
、
歩
い

て
も
苦
に
な
ら
な
い
同
じ
町
内
。

お
二
人
が
向
か
い
合
っ
て
、
本

改
装
の
仕
事
風
景
が
様
に
な
っ

て
い
る
。

読
者
と
本
の

　

出
会
い
の
場
を
創
る

　

取
扱
う
ジ
ャ
ン
ル
は
学
校
向

け
で
あ
り
、
文
芸
作
品
等
と
比

べ
る
と
派
手
さ
は
な
い
。

　

従
業
員
は
30
名
程
だ
が
、
殆

ん
ど
が
正
社
員
で
あ
り
堅
実
経

営
の
企
業
だ
と
推
測
出
来
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
営
業

部
隊
は
苦
労
し
て
い
た
。
学
校

訪
問
が
制
限
さ
れ
、
先
生
や
保

護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
手
薄
に
な
り
、
十
分
な
商

品
説
明
が
で
き
ず
に
い
た
。

　

ま
た
、
書
店
も
同
様
の
状
態

に
あ
っ
た
。
学
校
と
い
う
限
ら

れ
た
空
間
だ
け
で
な
く
、
出
版

社
も
書
店
も
重
要
視
し
て
い
る

点
は｢

読
者
と
本
の
出
逢
い
の

場
を
創
る｣

こ
と
だ
と
い
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
挑
戦

　

倉
庫
で
管
理
し
て
い
る
点
数

は
変
動
が
あ
る
も
の
の
３
０
０

か
ら
４
０
０
点
が
定
番
で
、
数

量
・
金
額
に
換
算
す
る
と
か
な

り
膨
大
。

　

新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、

｢

デ
ジ
タ
ル
化｣

と｢

図
書
館

向
け
の
︿
調
べ
の
教
科
書
﹀
辞

典｣

に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う

だ
。
図
書
館
向
け
の
商
品
は
一

般
向
け
と
違
い
爆
発
的
な
販
売

は
見
込
ま
れ
な
い
が
、
返
品
も

少
な
く
堅
実
に
販
売
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
。

SC
担
当
は
飯
沼
徹
さ
ん

 

SC
担
当
は
取
締
役
製
造
部
長

の
飯
沼
徹
さ
ん
で
あ
る
。
元
々

は
取
引
先
の
印
刷
会
社
に
20
年

程
勤
務
し
て
い
た
が
、
専
門
知

識
を
見
込
ま
れ
、
今
の
社
長
に

呼
ば
れ
た
。
草
加
市
の
自
宅
か

ら
ク
ル
マ
通
勤
で
１
時
間
、
東

京
勤
務
時
代
と
比
べ
る
と
新
座

は
遠
い
。

　

家
族
は
高
校
１
年
の
お
嬢
様

と
３
人
暮
ら
し
。
最
近
は
お
互

い
に
干
渉
し
あ
わ
な
い
。
趣
味

は
一
応
読
書
。
身
体
を
動
か
す

の
が
好
き
、
特
に
サ
ッ
カ
ー
が
。

﹁
昔
は
瞬
間
湯
沸
器
と
い
わ
れ

た
が
今
は
随
分
と
気
長
に
な
っ

た
。
考
え
る
前
に
動
き
、
失
敗

し
た
ら
そ
の
時
考
え
る
﹂

　

取
材
前
は
も
っ
と
年
配
の
方

と
想
像
し
て
い
た
が
、
50
歳
。

働
き
盛
り
の
物
腰
で
し
た
。

（
太
刀
川
・
梁
川
）

清水書院の発送拠点

伊藤さん（左）と斉藤さん

夥しい点数が並ぶ倉庫内
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熱
中
症
と
マ
ス
ク
の
か
け
方

新
座
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
計
画
係

新・健康
ニュースマ

ス
ク
外
し
て
い
い
の
？

　

私
た
ち
の
マ
ス
ク
生
活
も
も
う
２
年

を
超
え
ま
し
た
。
外
出
時
は
、
マ
ス
ク

を
着
け
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
近
年
の
猛
暑
で
は
、
熱
中

症
も
心
配
で
す
。
暑
い
と
き
は
マ
ス
ク

を
外
し
た
く
な
り
ま
す
が
、
本
当
に
外

し
て
い
い
の
か
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

屋
外
・
屋
内
で
の
マ
ス
ク
の

着
用
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
５
月
20
日
に
厚
生
労
働
省

か
ら
、
マ
ス
ク
の
着
用
の
考
え
方
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

〇
屋
外
で
は
、
他
者
と
の
距
離
（
２
ｍ

以
上
を
目
安
）
が
確
保
で
き
る
場
合
、

又
は
会
話
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
場

合
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〇
屋
内
で
は
、
他
者
と
の
距
離
（
２
ｍ

以
上
を
目
安
）
が
確
保
で
き
て
お
り
、

か
つ
会
話
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
マ
ス
ク
着
用
は
従
来
同
様
、
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
と
し
て
重
要
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
、
大
切
な
人

と
私
た
ち
の
日
常
を
守
る
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
。

〇
夏
場
は
熱
中
症
防
止
の
観
点
か
ら
、

屋
外
の
「
着
用
の
必
要
が
な
い
」
場

面
で
、
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
を
推
奨

し
ま
す
。

熱
中
症
予
防
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

▼
水
分
補
給
の
ポ
イ
ン
ト

　

１
～
２
時
間
に
１
回
な
ど
時
間
を
決

め
て
、
喉
が
渇
く
前
に
コ
ッ
プ
１
杯
を

目
安
に
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

す
ぐ
に
涼
し
い
場
所
に
移
動
し
、
安

静
に
し
て
、
身
体
の
太
い
血
管
が
通
っ

て
い
る
脇
の
下
や
首
、
太
も
も
の
付
け

根
な
ど
を
冷
や
し
、
経
口
補
水
液
を
飲

ん
で
水
分
と
電
解
質
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
・

カ
リ
ウ
ム
）
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

事例 1 ランニングなど離れて行う運動。
事例 2 徒歩での通勤など屋外で人とすれ違う
											ような場合。
事例 3 通勤電車の中。

身体的距離（2ｍ以上を目安）が
確保できる

身体的距離が確保できない

屋 内（注１） 屋　外 屋 内（注１） 屋　外

会話を行う
着用を推奨する
（注２） 着用の必要はない

事例 1

着用を推奨する 着用を推奨する

会話をほとん
ど行わない

着用の必要はない
着用を推奨する

事例 3

着用の必要はない
事例 2

（注１）外気の流入が妨げられる建物の中、地下
街、公共交通機関の中など。

（注２）十分な換気など感染防止対策を講じてい
る場合は外すことも可。
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皆
に
会
え
る
お
盆
の
風
習

　

八
月
十
三
日
、
盆
飾
り
を
作

り
仏
壇
の
位
牌
や
そ
の
他
全
て

を
そ
こ
に
移
し
、
ナ
ス
や
キ
ュ

ウ
リ
で
動
物
を
作
り
、
ス
イ
カ

や
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
を
備
え
、
ま
さ
に
仏
壇

の
引
っ
越
し
だ
。

　

こ
の
日
の
夕
方
、
松
明
を
持

っ
て
早
目
に
お
墓
へ
ご
先
祖
様

を
お
迎
え
に
行
く
。
お
迎
え
は

早
め
、
お
見
送
り
は
十
五
日
の

夜
遅
く
が
ご
先
祖
様
へ
の
敬
意

だ
と
聞
く
。
お
迎
え
の
日
、
お

墓
で
松
明
に
火
を
点
け
道
の

角
々
に
火
の
粉
を
落
と
し
な
が

ら
家
に
戻
る
。
ご
先
祖
様
の
道

標
の
た
め
だ
。
こ
う
し
て
ご
先

祖
様
の
霊
を
お
迎
え
し
た
の
だ
。

　

十
四
日
は
、
親
戚
の
方
々
が

供
養
に
来
て
下
さ
る
。
久
し
ぶ

り
の
出
会
い
に
お
互
い
の
健
康

を
喜
び
会
い
、
世
間
話
に
花
が

咲
き
、
こ
の
日
ば
か
り
は
と
て

も
賑
や
か
な
一
日
と
な
る
。

　

お
盆
と
い
う
風
習
は
、
普
段

は
お
互
い
が
忙
し
く
て
な
か
な

か
会
う
機
会
が
無
い
か
ら
ご
先

祖
様
を
ダ
シ
に
し
て
こ
の
日
を

設
け
た
の
か
。﹁
み
ん
な
が
健

康
で
仲
良
く
し
な
さ
い
よ
﹂
と

い
う
意
味
で
。
昔
の
方
は
と
て

も
理
に
か
な
っ
た
風
習
を
作
っ

た
も
の
だ
。

家
族
総
出
で
西
瓜
の
収
穫

　

新
座
市
辺
り
は
東
京
の
大
量

消
費
地
に
近
い
と
い
う
優
位
な

地
域
性
が
あ
っ
た
か
ら
、
昔
は

い
た
る
所
に
西
瓜
畑
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
道
路
網
が
整
備
さ

れ
る
と
そ
の
土
地
の
気
候
風
土

に
適
し
た
高
品
質
の
農
産
物
が

大
量
か
つ
速
や
か
に
全
国
か
ら

入
荷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
為
、
次
第
に
作
付
け
が
減
少

し
、
今
で
は
全
く
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
西
瓜
畑
は
無
く
な
っ
た
。

　

当
時
の
西
瓜
の
味
や
収
穫
に

つ
い
て
思
い
返
し
て
み
た
。

　

夏
の
盛
り
、
ツ
ル
ベ
井
戸
や

穴
蔵
か
ら
出
し
た
西
瓜
は
歯
が

浮
く
程
冷
た
く
、
み
ず
み
ず
し

く
て
甘
い
。
そ
れ
は
最
近
の
西

瓜
よ
り
も
は
る
か
に
旨
か
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
。

　

何
反
も
の
畑
が
西
瓜
畑
だ
っ

た
頃
の
収
穫
は
家
族
総
出
の
大

仕
事
。
畑
の
奥
か
ら
農
道
の
リ

ヤ
カ
ー
ま
で
少
し
ず
つ
間
隔
を

あ
け
て
並
び
、
次
か
ら
次
へ
と

投
げ
て
は
運
び
出
す
。
落
と
せ

ば
一
巻
の
終
わ
り
。
他
の
農
作

業
に
は
な
い
面
白
さ
が
あ
っ
た
。

月
明
り
を
頼
り
に
蛍
狩
り

　

深
さ
十
五
セ
ン
チ
程
度
の
中

沢
川
は
、
八
幡
様
（
現
武た

け
し
の野

神

社
）
の
崖
下
か
ら
湧
き
出
た
流

れ
が
、
妙
音
沢
辺
り
の
黒
目
川

へ
落
ち
る
ま
で
の
短
い
川
だ
が
、

そ
ん
な
自
然
豊
か
な
小
川
に
多

種
多
様
の
動
植
物
が
棲
息
す
る
。

夏
に
入
る
と
一
斉
に
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
待
ち
望
ん
で

い
た
蛍
狩
り
が
始
ま
る
。
風
が

止
ん
で
ム
シ
ム
シ
す
る
夏
の
夜

の
田
圃
は
水
場
の
せ
い
か
涼
し

い
。
辺
り
は
無
数
の
カ
エ
ル
が

煩
い
ぐ
ら
い
に
鳴
い
て
い
る
。

　

月
明
か
り
だ
け
が
頼
り
の
ホ

タ
ル
狩
り
は
、
川
の
土
手
や
田

圃
の
畔
道
が
見
え
づ
ら
い
が
、

子
供
達
は
良
く
知
り
つ
く
し
て

い
る
の
で
川
や
田
圃
に
落
ち
る

事
は
な
い
。｢

カ
ヤ
の
葉
っ
ぱ

に
止
ま
っ
て
光
っ
て
い
る
の
は

蛇
の
目
か
も
知
れ
な
い
よ
﹂

　

な
ど
と
脅
か
さ
れ
な
が
ら
も
、

夢
中
で
獲
っ
た
ホ
タ
ル
を
持
ち

帰
っ
て
い
た
の
は
、
つ
い
こ
の

間
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

夏
が
移
ろ
う
蝉
の
鳴
き
声

　

私
は
、
当
時
の
地
名
で
い
え

ば
埼
玉
県
北
足
立
郡
片
山
村
字

前
原
と
い
っ
て
、
東
京
都
練
馬

区
西
大
泉
と
隣
接
し
て
い
る
、

武
蔵
野
の
ど
真
中
の
農
家
で
生

ま
れ
育
っ
た
。

　

母
屋
の
北
側
に
は
杉
や
樫
の

木
の
常
緑
樹
、
東
西
と
南
側
は

ケ
ヤ
キ
や
モ
ミ
ジ
・
柿
や
梅
の

木
な
ど
の
落
葉
樹
が
植
わ
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
ケ
ヤ
キ
は

ど
れ
も
二
人
が
か
り
で
抱
え
る

ほ
ど
の
大
木
だ
か
ら
真
夏
の
日

差
し
も
木
漏
れ
日
と
な
っ
て
と

て
も
凌
ぎ
や
す
い
。

　

夏
の
初
め
に
鳴
く
蝉
は
体
が

小
さ
い
か
ら
チ
イ
チ
イ
ボ
ウ
。

ジ
ィ
ー
と
平
坦
な
リ
ズ
ム
で
鳴

き
続
け
る
。
次
は
ア
ブ
ラ
蝉
。

そ
の
鳴
き
声
は
更
に
大
き
く
蒸

暑
さ
が
増
幅
し
て
し
ま
う
。
そ

し
て
ミ
ン
ミ
ン
蝉
。
ジ
リ
ジ
リ

と
熱
波
が
襲
っ
て
く
る
よ
う
な

鳴
き
声
。

　

八
月
の
お
盆
を
過
ぎ
る
と
カ

ナ
カ
ナ
の
声
と
と
も
に
オ
ー
シ

ン
ツ
ク
・
オ
ー
シ
ン
ツ
ク
。
こ

の
鳴
き
声
は
秋
の
到
来
を
感
じ

さ
せ
、
柿
や
栗
の
実
り
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
。

　

蝉
取
り
は
、
竹
竿
の
先
に
針

金
で
輪
を
作
り
、
そ
こ
に
蜘
蛛

の
巣
を
絡
め
て
網
を
作
る
。
蝉

を
狙
っ
て
く
っ
つ
け
て
捕
る
の

だ
が
、
と
て
も
よ
く
捕
れ
た
。

（
次
回
﹁
秋
編
﹂
を
お
楽
し
み
に
）

新
座
再
発
見
　
瀧
島
浩
二

振
り
向
け
ば
昭
和
（
夏
編
）

お盆の風景

西瓜の収穫

蛍狩り

蝉取り
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印象に残った朝ドラは？

▶朝ドラの音楽を背に登校◀
　昭和36、7 年頃の高度経済成長期、私は中学生で、
朝ドラの15分間はストップウオッチスタートでした。
ドラマは断片的にしか印象に残っていないけれど、朝
ドラといえば何故か通学途中の光景を思い出すのです。
　学校まで15 ～ 20分の道のり。大手印刷会社、出版社、
製本所、写植工房の横丁を通り抜けます。写植や製本
所の窓は皆開けてあり、丁度朝ドラの後半と思われる
音やエンディングテーマ曲がかなりの音量で聞こえて
きて活気がありました。帰宅途中に写植工房の中を見
せてもらい、裸電球の下で黙々と文字組みをする地味
な作業にとても感銘を受けた思い出が私の朝ドラなの
です。                    （昭和のキラキラ少女　東73歳）

▶毎日成長していく家◀
　毎日のように鍋や釜が揃い、家具が次々と増え、部
屋が四方八方々に増築され、社員も増えていく。｢あ、
テレビが来た、今日はソファーが増えた、明日は何が
増えているかなぁ｣ と妻が声を出して視ていたドラマ
がある。2010 年の ｢ゲゲゲの女房｣ だ。
　1960年代の高度経済成長期を背景に、戦争で片腕を
失くした売れない漫画家・水木しげるの女房・武良布
枝が書いた自伝的エッセイが物語の下地になっている。
まさに赤貧舐めるが如き生活から、徐々に「ゲゲゲの
鬼太郎」が売れ出してゆく。社会の活気と家の成長と
して描いたドラマは、当時の自分と溶け合い共感でき
るドラマだった。        （ドラマレスな男　北野71歳）

▶白黒画面に輝く振袖姿◀
　テレビ放映を視聴するには時間的なタイミングが必
要だ。再放送が頻繁に視られる時代ではなく、勤め人
であればなおさら限定される。そんな中でも印象に残
る朝ドラがある。1966年に放映された｢おはなはん｣だ。
　20代の初めに寄宿していた寮の食堂で不味い朝食を
とりながら視た。主演の堅山文枝が婚約者の高橋幸治
と初めて出会う冒頭の場面では、振袖姿の堅山が満開
の桜の木から飛び降りるなど白黒画面でもキラキラと
輝いて見えた。だが、物語は日露戦争前夜の政情不安
な時代に。過酷な運命に翻弄されながらも懸命に時代
を駆け抜けた一人の女性の生き様を丁寧に描いていた。

（粗末な寮の朝食を思い出す男　野火止75歳）

▶職住一致で「おしん」に親近感◀
　テレビドラマの最高視聴率記録（62.9％）を持つ ｢お
しん｣ を見たのは、朝ドラ100作放送記念で2019年度
に丸々 1年間BSで何度目かの再放送。前期は100作目
の ｢なつぞら｣ と合わせて連日30分を朝ドラに費やし
た。当時は職住一致の勤務だったため、1983年度の初
放送の頃と違って通勤時間を気にする必要なし。
　職場は、脚本の橋田寿賀子と母親役の泉ピン子が住
む熱海に近く、ドラマの舞台となった山形にはかつて
転勤で 2 年半暮らした親近感もあった。今更書くまで
もないが、｢名作中の名作｣ でした。朝ドラって、こ
んな見方でいいですよね。

（朝ドラに30分を捧げた男　北野65歳）

次回は「断捨離をする？しない？」をテーマに大募集します。気楽に、異論・暴論・呆言をお寄せください。

    ▶母の朝ドラ今いずこ◀
　母がぽつり言った。｢尾道へ行ってみたい｣ ｢いつか
ね｣ と父。半年経った頃、また母が「宮崎にも行きた
いね｣ その時も父は「仕事が一段落したらね」度々そ
んなやり取りがあった。朝ドラを見ていた母は舞台に
なったロケ地の美しい風景に憧れがあったようだ。
　尾道は｢うず潮｣、宮崎は｢たまゆら｣のロケ地だ。父
は退職後に罪滅ぼしだと言って、母と関西、四国、九
州方面を何度か旅をしている。｢お父さんとはどこへ
行っても必ず雨に降られるのよ」母がよく言っていた
が、嬉しそうだった。今も二人仲良く雲の上で憧れの地
をかけ巡っているだろうか。雨に降られることはある
まいが。        （県民割を天国に贈る男　大和田70歳）

▶大学の偏差値を上げた？「あさが来た」◀
　現役を退いて朝の時間に余裕が出来た頃から朝ドラ
を見るのが習慣になった。舞台となった場所が人気ス
ポットになったり、出演者がブレイクしたりと、大き
な影響力を持っているのは承知していたが、まさか大
学の偏差値までが上がるとは思っていなかった。
　「あさが来た」は女子教育の先駆けとなった日本女
子大学の創立発起人 ｢広岡浅子｣ の物語である。明治
から大正にかけて活躍した女性実業家を女優の波留が
演じていた。ドラマ終了後、翌年の大学偏差値ランキ
ングを見て大幅アップにビックリ。したり顔で同大を
卒業した娘に連絡すると、反応は鈍く ｢へえ、そうな
の｣ で終り。             （拍子抜けした男　道場74歳）
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　会員の皆さんのこれまでの人生で、心に残った経
験や作品や１シーンなどをご紹介ください。ジャン
ルは問いません。約380字と写真やイラストです。

「ひまわり」（I GIRASOLI）
　1970年に初上映されたイタリア映画。今年、日本各地
の映画館で再上映が続く。あのヒマワリ畑の撮影地がウ
クライナ南部のヘルソン州だからだ。今回ロシアの侵攻

で3月にロシア軍に制圧されている
地域だ。私はスクリーンいっぱいの
ヒマワリ畑をまた見たくて、50年ぶ
りに新宿の映画館に行った。
　映画の中で住民が「あの下には夥
しい数の人が埋まっている」と言う。
再び同じことが起きていると思うと、
切なかった。また、チェルノブイリ

ではないのだが、発電所の冷却塔が映る場面があって驚
いた。主演はソフィア・ローレンとマルチェロ・マスト
ロヤンニ。第二次世界大戦で東部戦線に送られたままの
夫を探して、妻がソ連まで行く。二人は再会したが、最
後は別れを選ぶ。ヘンリー・マンシーニの音楽にまた涙
する。今回初めて、エンディングで畑のヒマワリがみな
悲しそうに頭を垂れていることを発見して驚いた。

自家版「植物図鑑」
　私にとってウオーキングは欠かすことができないスト
レス解消の日課だ。歩数計測はスマホまかせだが、1日
8千歩以上を10年近く続けている。道端に咲く花や野草
など思いがけず見知らぬ植物に出会うと写真を撮り、調
べる。
　かつて私はバッグに ｢散歩
の花図鑑｣ など数冊入れてい
たが、結構肩に負担がかかっ
た。今はスマホで｢グーグル・
レンズ｣ というアプリにとっ
て変わった。
　写真を撮り、検索すれば瞬
時に名前が分かる。
　自宅でさらに詳しく調べ、
自分なりの植物図鑑を作るの
が楽しみの一つである。最近、
大和田の畑で撮った珍種『雲

うんなんちゆうきんれん

南地湧金蓮』が畑の端にポ
ツンと立っていた。私の図鑑に加えることにした。

「金田一先生が語る日本語のこころ」（金田一春彦 著）
　雑学書は、たいして役立つことはないが気持ちがホッ
トする。2003年発行のふた昔程前の古い本だが、時々思
い出したように読み直す。季節や自然や人の営みに関す
る日本語の由来等を、時代の移り変わりや地方や外国の
文化と比較しながら、エッセイ風に書かれている。
　その中に「藤山一郎さんとト音記
号」という一節がある。30年来の文通
の間柄だが、封筒の封じ目に締(〆)を
使わずにト音記号が書いてあり、流
石に音楽家らしいと思っていた。と
ころが、これにはもっと深い意味が
あった。戦前ト音記号は｢ト字記号｣
と言い、ハニホへトのトの音を表し
た意味だったそう。藤山さんは「閉じる記号｣ と洒落て
封じ目に使っていたのである。こんな二人の親交のエピ
ソードが掲載されている。又、中国語にない漢字を国字
と言うそうだが、「働」も本人以外の為に動き、働きな
がらそれを楽しむことが本来の意味だそうだ。

手間がかかるけれど楽しい！
　私がアップリケを本格的に始めたのは、30年以上前で
す。きっかけは子供が幼稚園で使う持ち物として、手作
りの給食袋、上履き入れ、連絡帳入れ、トートバッグな
どの準備をしたことです。私はこれだけで終わるのはつ
まらないと思い、小さな作品を作って展覧会に出品した
り、アップリケの年賀状を作ったり、絵本にして欲しい
と幼稚園からの依頼で作ることもあります。
　製作過程は、構図考
え作成➡フェルトとス
テッチ用の刺繍糸の色
を決定➡図案化➡バッ
ク生地に置いて調整➡
各パーツに型紙を切る
➡型どりしたパーツを
生地に軽く貼り付け➡アウトラインステッチで縫いつ
け➡作品に当て布をしてアイロンをかけ完成！手間は
かかりますが、その過程が私にとっては楽しい時間でも
あります。

Botanical picture bookBOOK

（野火止7　尾形 三津子） （東2　いずみ えつこ）

（道場１　太刀川 和男） （大和田 5　I.O.）

Movie Appliqué



ゆうゆう通信 −　−10令和 4年 7月15日（第112号）

　

私
達
の
写
真
ク
ラ
ブ
が
﹁
新

座
の
今
を
撮
る
﹂
と
い
う
運
動

を
始
め
て
四
半
世
紀
が
経
ち
ま

し
た
。

　

今
年
も
第
25
回
の
﹁
わ
が
ま

ち
新
座
写
真
展
﹂
を
開
催
し
、

最
終
日
に
並
木
市
長
等
を
お
招

き
し
、
中
央
図
書
館
へ
の
作
品

ア
ル
バ
ム
と
CD
の
贈
呈
式
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
毎
年
変

わ
ら
ず
続
け
て
い
る
セ
レ
モ
ニ

ー
で
あ
り
、
大
切
な
行
為
な
の

で
す
。

　

写
真
教
室
入
門

　

私
が
ち
ゃ
ん
と
し
た
写
真
を

撮
る
た
め
に
、
畑
中
公
民
館
の エ

ッ
セ
イ

ゆ
う

　
ゆ
う

野
火
止
5
丁
目
井
口
幸
雄

写
真
で
見
る

ま
ち
の
変
貌

写
真
教
室
に
入
っ
た
の
は
こ
の

写
真
展
ス
タ
ー
ト
の
頃
で
し
た
。

　

当
時
は
ま
だ
フ
ィ
ル
ム
カ
メ

ラ
が
中
心
で
、
写
真
を
き
ち
ん

と
撮
る
事
が
実
は
大
変
で
し
た
。

　

カ
メ
ラ
の
進
歩
？
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
。﹁
こ
れ
で
は
大
き

く
伸
ば
せ
な
い
﹂
と
先
輩
方
に

指
摘
さ
れ
、
写
真
の
撮
り
方
を

必
死
に
学
び
、
何
と
か
一
人
前

の
写
真
が
撮
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
は
誰
で
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
せ
ば
、
人
並
み
の
写
真
に
な

る
時
代
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

﹁
作
品
﹂
を
撮
る
の
は
難
し
く
、

そ
れ
を
手
取
り
足
取
り
教
え
く

れ
た
の
が
教
室
主
宰
の
故
小
島

昭
三
先
生
で
し
た
。

わ
が
ま
ち
新
座
写
真
展

　

こ
の
写
真
展
は
、
小
島
さ
ん

が
市
制
20
周
年
の
際
、
古
い
新

座
の
写
真
収
集
が
で
き
な
い
と

耳
に
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

朝
霞
や
志
木
は
写
真
を
趣
味
と

す
る
人
が
い
て
、
古
い
時
代
の

写
真
が
残
っ
て
い
る
の
に
、
新

座
は
ほ
ぼ
皆
無
だ
と
い
う
事
が

新
座
在
住
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、

残
念
だ
っ
た
と
小
島
さ
ん
は
回

顧
し
て
い
ま
し
た
。

　
﹁
今
の
新
座
の
姿
﹂
を
コ
ツ

コ
ツ
撮
っ
て
次
代
に
残
そ
う
。

何
十
年
か
経
て
ば
立
派
な
資
料

に
な
る
か
ら
と
思
い
立
ち
、
９

ク
ラ
ブ
の
主
宰
者
に
声
を
か
け

賛
同
を
得
た
７
ク
ラ
ブ
１
０
０

名
ほ
ど
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

毎
年
の
﹁
新
座
の
今
﹂
の
写
真

を
ア
ル
バ
ム
と
CD
に
し
、
図
書

館
に
寄
贈
、
保
存
し
て
も
ら
う
。

そ
ん
な
地
道
な
作
業
は
25
年
続

き
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
メ
ン

バ
ー
が
30
人
前
後
と
減
少
し
、

継
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

写
真
文
化
の
変
化

　

今
の
写
真
文
化
は
、
S
N
S

や
L
I
N
E
に
写
真
の
ア
ッ
プ

を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
と
、
作
品

を
撮
る
集
団
に
二
分
さ
れ
﹁
今

の
新
座
﹂
を
保
存
す
る
意
味
合

い
に
対
す
る
理
解
が
薄
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

中
央
図
書
館
の
2
階
に
は

﹁
わ
が
ま
ち
新
座
﹂
と
い
う
金

箔
押
し
の
立
派
な
ア
ル
バ
ム
が

き
ち
ん
と

保
管
さ

れ
、
い
つ

で
も
閲
覧

が
可
能
で

す
。
改
め

て
見
比
べ

る
と
志
木

駅
、
新
座

駅
周
辺
の

第4回初出品作品

野火止7–7の同場所を撮る

令和3年（上）と平成20年（下）の比較

腕を上げて出品した第7回 作品

変
化
は
驚
き
で
す
。
右
は
昭
和

43
年
と
令
和
３
年
の
志
木
駅
前

の
比
較
で
す
。
６
枚
の
写
真
を

つ
な
い
で
み
ま
し
た
。

　

貴
重
な
こ
の
写
真
展
は
、
何

と
か
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

第25回展示作品より　志木駅前の変貌
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頼
ら
れ
る
親
睦
会
に
向
け
ス
タ
ー
ト

親
睦
会
会
長　

後
藤　

勝
義

▼
親
睦
会
だ
よ
り
（
令
和
４
年
度
総
会
）

会　

長	

後
藤　

勝
義（
大
和
田
）

副
会
長	

石
井　
　

修（
大
和
田
）

副
会
長	

井
出　

竹
安（
畑　

中
）

副
会
長	

高
瀬　

好
英（
馬　

場
）

会　

計	

橋
本　

淑
子（
野
火
止
）

幹　

事	

並
木
登
美
江（

栄

）

幹　

事	

野
口　
　

伸（
東　

北
）

幹　

事	

堤　
　

勇
次（
新　

座
）

幹　

事	

前
田
久
美
子（
西　

堀
）

幹　

事	

田
中
ハ
ツ
ヱ（
新　

座
）

幹　

事	

佐
々
木
俊
一（
石　

神
）

監　

事	

島
村　
　

斎（
池　

田
）

監　

事	

高
橋
美
智
代（
野
火
止
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
ほ
ぼ

２
年
間
活
動
休
止
の
状
態
で
し

た
が
、
本
年
5
月
15
日
に
総
会

を
開
催
し
活
動
を
再
開
し
ま
し

た
。﹁
高
麗
郷
と
巾
着
田
﹂、﹁
狭

山
公
園
と
ト
ト
ロ
の
森
﹂、﹁
清

澄
庭
園
と
江
戸
下
町
散
策
﹂
な

ど
、
年
6
回
、
2
か
月
に
１
回

の
ペ
ー
ス
で
ハ
イ
キ
ン
グ
す
る

予
定
で
す
。

　

戦
争
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど

暗
い
報
道
ば
か
り
。
気
持
も
内

向
き
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
知

ら
な
い
街
や
自
然
の
中
を
仲
間

と
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
？
新
し
い
発
見
や
出
会
い
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ゆ
う
ゆ
う

ハ
イ
キ
ン
グ
も
今
年
で
1
0
4

回
を
迎
え
ま
す
。﹁
無
理
せ

ず
﹂﹁
楽
し
く
﹂
歩
き
続
け
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
入
会
を
心

か
ら
歓
迎
し
ま
す
。（
連
絡
先

今
村
牧
雄
０
９
０︲

８
４
３
２︲

６
７
５
９
）

※
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
及
び
セ
ン

タ
ー
会
員
監
事
は
第
43
回
セ
ン

タ
ー
定
時
総
会
及
び
臨
時
理
事

会
で
選
任
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

「
ハ
イ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
」

　

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
親
睦
会

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
総
会
は
、
6

月
26
日
（
日
）、
市
民
会
館
中

ホ
ー
ル
で
SC
定
時
総
会
に
ひ
き

続
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
も

減
少
傾
向
に
あ
り
喜
ば
し
い
限

り
で
す
。
参
加
者
の
表
情
も
明

る
い
様
子
で
し
た
。

　

SC
事
業
は
シ
ル
バ
ー
会
員
の

﹁
就
業
活
動
﹂
な
ど
の
社
会
的

役
割
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
親
睦
会
は
新
春
の
つ
ど

い
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
春
、

秋
の
日
帰
り
旅
行
・
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
会
員
相
互
の
交
流
が

目
的
で
す
。
し
か
し
、
令
和
２

年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
で
親
睦
会
事
業
は
ほ
と
ん
ど

出
来
な
い
状
況
で
し
た
。

　

今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
事

が
続
く
と
思
い
ま
す
が
常
に
手

洗
い
・
う
が
い
・
毎
日
の
体
温

を
調
べ
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
、
親
睦
会
は
2
名
の

新
役
員
を
迎
え
、
総
勢
13
名
の

役
員
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

役
員
一
同
、
皆
様
の
御
期
待

に
添
え
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
ご
鞭
撻
の

程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
4
年
度
の
事
業
計
画

　

今
年
度
の
親
睦
会
活
動
は
次

の
6
項
目
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

１
新
春
の
つ
ど
い

　

年
の
は
じ
め
に
挨
拶
と
健
康

を
確
か
め
合
い
。
明
る
く
親
睦

を
深
め
ら
れ
る
様
な
企
画
を
遂

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

本
年
度
11
月
頃
、
親
睦
会
独

自
に
文
化
祭
的
な
催
し
を
模
索

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

３
日
帰
り
旅
行
春
・
秋

　

春
の
日
帰
り
旅
行
は
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
、
秋
の
日
帰
り
旅
行

は
本
年
10
月
頃
実
施
予
定
。
現

在
行
先
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
。

４
サ
ー
ク
ル
活
動

　

今
年
度
も
助
成
金
を
７
月
中

旬
に
実
施
し
ま
す
。

　

新
し
く
活
動
を
開
始
す
る
サ

ー
ク
ル
及
び
各
サ
ー
ク
ル
の
参

加
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

５
地
域
活
動
と
連
携
強
化

　

親
睦
会
役
員
が
各
地
区
の
懇

話
会
等
の
会
合
に
積
極
的
に
参

画
、
会
の
行
事
、
案
内
・
計
画

を
報
告
し
、
地
区
会
員
の
皆
様

と
意
見
交
換
、
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

６
福
利
厚
生
に
つ
い
て

　

本
年
も
地
区
の
福
利
厚
生
の

一
助
と
し
て
﹁
地
区
厚
生
事
業

助
成
金
﹂
を
配
布
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
親
睦
会
役
員

2021年神宮外苑

親睦会会長　後藤勝義

親睦会役員
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
ht
tp
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w
eb
c.
sj
c.
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E
メ
ー
ル
　
ni
iza
@
sj
c.
ne
.jp

〈
発
行
〉
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒
35
2-
00
23
埼
玉
県
新
座
市
堀
ノ
内
3-
4-
11

TE
L0
48
- 4
81
- 4
30
5

〈
企
画
編
集
〉
ＳＣ
広
報
委
員
会

▼
広
報
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
▲

　

会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
締
め
切
り

日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
モ
書
き

程
度
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
思
い

立
っ
た
ら
す
ぐ
に
で
も
投
稿
く

だ
さ
い
。
SC
事
務
局
あ
て
に
送

っ
て
い
た
だ
く
か
、
SC
代
表
の

メ
ー
ルniiza@

sjc.ne.jp

に
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。

◦
異
論
・
反
論
（
言
い
た
い
放
題
）

　

時
事
呆
言（
２
８
０
字
程
度
）

◦
ゆ
う
ゆ
う
エ
ン
タ
メ（
映
画
・

音
楽
・
文
学
・
ス
ポ
ー
ツ
・

芸
能
な
ど
。
３
８
０
字
程

度
）
そ
の
他

◦
ゆ
う
ゆ
う
エ
ッ
セ
イ

◦
私
の
故
郷

◦
思
い
出
の
旅

（
い
ず
れ
も
上
限
６
２
０
字
）

広
報
委
員
会

【
表
紙
の
呟
き
】

　

ケ
ヤ
キ
は
武
蔵
野
で
多
く
屋

敷
林
に
使
わ
れ
る
。
新
座
に
も

立
派
な
古
木
が
あ
る
。
夏
空
に

堂
々
と
そ
び
え
る
大
樹
は
、
数

百
年
の
歳
月
を
伝
え
る
。
伸
び

た
枝
は
、
突
然
屋
根
に
落
下
す

る
の
で
危
険
な
の
だ
そ
う
だ
。

（
吉
田
）

第
１
回
（
4
月
27
日
開
催
）

①
令
和
３
年
度
事
業
報
告
が
報

告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

②
令
和
３
年
度
計
算
書
類
及
び

附
属
明
細
書
並
び
に
財
産
目

録
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

③
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
後
、

新
座
市
SC
）
職
群
班
運
営
基

準
（
内
規
）
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

【
業
務
委
託
の
変
動
等
に
伴
い
、

名
称
の
変
更
、
廃
止
を
行
う
必

要
が
生
じ
た
た
め
︼

◦
公　

共

　

駐
輪
場
等　

48
扌
40
班

◦
民
間
業
務

　

新
座
環
境
セ
ン
タ
ー
班
等

　
　
　
　
　
　

17
扌
16
班

◦
そ
の
他

　

各
種
サ
ー
ビ
ス　

７
班

　
　

合　

計　

72
扌
63
班

　

こ
の
内
規
は
令
和
４
年
４
月

１
日
よ
り
適
用
す
る
。

④
令
和
３
年
度
役
員
の
利
益
相

反
取
引
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、

　

人
生
は
出
会
い
と
別
れ
に
充

ち
満
ち
て
い
る
。
会
社
員
時
代
、

人
事
異
動
の
季
節
に
悲
哀
と
ワ

ク
ワ
ク
感
が
一
夜
に
し
て
入
れ

替
わ
っ
た
。
定
年
で
去
る
者
と

新
入
社
員
が
、
夜
を
ま
た
い
で

交
差
す
る
。

　

わ
が
広
報
委
員
会
で
も
、
ゆ

う
ゆ
う
通
信
の
編
集
・
発
行
に

尽
力
い
た
だ
い
た
３
委
員
が
去

り
、
２
委
員
が
新
た
に
加
わ
っ

た
。
去
っ
た
方
々
に
は
長
い
間
、

本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
贈

る
言
葉
は
見
当
た
ら
な
い
が
、

人
生
の
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
を
豊

か
に
彩
っ
て
欲
し
い
。

　

新
委
員
と
は
、
こ
れ
ま
で
と

は
違
っ
た
人
生
模
様
を
織
り
成

す
楽
し
み
が
あ
る
。

　

今
後
も
本
誌
を
ご
愛
顧
い
た

だ
き
、
大
き
く
育
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

（
大
島
）

承
認
さ
れ
た
。

⑤
SC
顧
問
選
任
が
承
認
さ
れ
た
。

　
（
顧
問
選
任
者
）

１
新
座
市
議
会
議
長

　

白
井　

忠
雄
氏

２
任
期

　

新
座
市
議
会
議
員
在
任
期
間

⑥
正
会
員
（
４
月
分
）
男
性
12

名
、
女
性
５
名
、
合
計
17
名

の
会
員
が
承
認
さ
れ
た
。

【
4
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

1
9
1
0
名
】

第
2
回
（
5
月
30
日
開
催
）

①
令
和
３
年
度
事
業
計
画
・
令

和
３
年
度
計
算
書
類
及
び
附

属
明
細
書
並
び
に
財
産
目
録

に
つ
い
て
最
終
確
定
さ
れ
た
。

②
第
43
回
定
時
総
会
の
招
集
に

つ
い
て
、
日
時
、
場
所
、
総

会
の
目
的
事
項
、
書
面
表
決

の
可
否
等
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

③
新
座
市
SC
職
員
給
与
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
規
程
が
承

訃
　
　
報

・
小
島　
　

元
様
（
71
歳
）

東
北
１
丁
目

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

記

後

集

編

理
事
会
報
告

認
さ
れ
た
。

④
第
43
回
定
時
総
会
議
案
が

検
討
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

⑤
第
43
回
定
時
総
会
表
彰
者

33
名
、
5
事
業
団
体
が
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
令
和
４
年

度
安
全
標
語
優
秀
作
品
６

点
が
紹
介
さ
れ
た
。

⑥
新
座
市
SC
の
重
要
な
使
用

人
の
選
定
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。
６
月
１
日
付

　

事
務
局
長　

片
山
佳
則

（
現
事
務
局
長
心
得
・
主
幹
）

⑦
収
支
相
償
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

⑧
令
和
３
年
度
業
務
監
査
・
会

計
監
査
等
の
期
末
監
査
（
令

和
４
年
５
月
20
日
）
の
講
評

が
報
告
さ
れ
た
。

⑨
正
会
員
（
５
月
分
）
男
性
７

名
、
女
性
６
名
、
合
計
13
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
5
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

1
9
0
5
名
】

第
3
回
（
6
月
29
日
開
催
）

①
部
会
及
び
委
員
会
構
成
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。

②
役
員
の
利
益
相
反
取
引
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。

③
正
会
員
（
６
月
分
）
男
性
18

名
、
女
性
６
名
、
合
計
24
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
₆
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

1
8
4
3
名
︼


